
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年12月12日

契 約 業 者 名 国土防災技術株式会社

契 約 業 者 の 住 所 山梨県中央市山之神流通団地２－５－３

業 務 の 名 称 R５富士川砂防管内砂防施設地質調査業務

業 務 場 所 富士川砂防事務所管内

業 種 区 分 地質調査

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年7月25日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年3月28日

変 更 前 の 契 約 金 額 30,800,000(税込み)

変 更 金 額 11,110,000(税込み)

変 更 後 の 契 約 金 額 41,910,000(税込み)

変 更 理 由

（第１回、最終）契約変更の内容

機械ボーリング
　土質ボーリング（野呂川第五）　玉石混じり土砂　60m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　12m
　土質ボーリング（内河内第五）　礫混じり土砂　8m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　12m
サウンディング及び原位置試験
　標準貫入試験（野呂川第五）　玉石混じり土砂　56回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　16回
　標準貫入試験（野呂川第五）　礫混じり土砂　4回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　16回
運搬費
　運搬費（野呂川第五）　１式
　運搬費（内河内第五）　１式
仮設費
　足場仮設（野呂川第五）　１式
　足場仮設（内河内第五）　１式

（変更した内容について記述
する）

１．機械ボーリング等
　　野呂川第五工事用道路については、詳細設計実施にあたり
　地質の確認が必要な箇所が生じた。
　　内河内第五砂防堰堤については、現在工事施工中であり、
　第１副堰堤及び第２副堰堤の左岸床堀範囲にて、上部の町道
　に影響がある可能性が出てきており、地質調査を行い現状地
　盤を確かめる必要が生じた。
  　以上の理由により増工する。
２．上記の理由の増工により履行期間を令和７年３月２８日まで
　とする。



［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年3月12日

契 約 業 者 名 国土防災技術株式会社

契 約 業 者 の 住 所 山梨県中央市山之神流通団地２－５－３

業 務 の 名 称 R５富士川砂防管内砂防施設地質調査業務

業 務 場 所 富士川砂防事務所管内

業 種 区 分 地質調査業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和6年7月25日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和7年3月28日

変 更 前 の 契 約 金 額 41,910,000(税込み)

（第２回、最終）契約変更の内容

機械ボーリング
　土質ボーリング（池の沢）　　礫混じり土砂　93.66m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  玉石混じり土砂　40.7m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　9.64m
　土質ボーリング（黒桂河内）　　礫混じり土砂　22.6m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　玉石混じり土砂　19.75m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　13.64m
　土質ボーリング（野呂川第五）　　礫混じり土砂　11.95m
                                 　　　　　玉石混じり土砂　19.85m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　11.2m
　土質ボーリング（内河内第五）　礫混じり土砂　4.05m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉石混じり土砂　1m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　14.95m
サウンディング及び原位置試験
　標準貫入試験（池の沢）　　礫混じり土砂　92回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉石混じり土砂　42回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　8回
　標準貫入試験（黒桂河内）　　礫混じり土砂　21回
                                       玉石混じり土砂　18回
　　　　　　　　　　　　　　　　　     軟岩　17回
　標準貫入試験（野呂川第五）　礫混じり土砂　10回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉石混じり土砂　20回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　13回
　標準貫入試験（野呂川第五）　礫混じり土砂　2回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉石混じり土砂　1回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軟岩　17回
運搬費
　運搬費（池の沢）　１式
　運搬費（黒桂河内）　１式
　運搬費（野呂川第五）　１式
　運搬費（内河内第五）　１式
仮設費
　足場仮設（池の沢）　１式
　足場仮設（野呂川第五）　１式
　足場仮設（内河内第五）　１式

（変更した内容について記
述する）



変 更 金 額 7,810,000(税込み)

変 更 後 の 契 約 金 額 49,720,000(税込み)

変 更 理 由 １．機械ボーリング等
　　当初想定していた地質状況と異なることによる精査変更
２．サウンディング及び原位置試験
　　当初想定していた地質状況と異なることによる精査変更
３．運搬費
　　現地調査の結果、資機材運搬のルート変更が生じたことに
　よる精　査変更
４．仮設費
　　現地調査の結果、仮設足場の規格変更による精査変更
５．ＢＩＭ／ＣＩＭ活用
　　協議により内河内第五砂防堰堤の地質調査をＢＩＭ／ＣＩＭ
　活用す　ることとしたため、今回費用を追加する。
６．歩掛実態調査
　　本業務に歩掛実態調査を追加する。


